
年度　授業計画（シラバス）

30 (1)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2025

専門分野 授業の方法 演習講義
授業時数(単位数)必修

特になし

授業中の小テストと学期末試験により評価する．比重は小テスト：学年末試験で4:6の予定．

内　　　容

科  目  名

言語聴覚士学科

構音障害（口腔中咽頭癌）

科　目　区　分

標準言語聴覚障害学「発声発語障害学」第３版（医学書院）

まずは口腔癌，中咽頭癌に関する基礎的知識を理解する．言語聴覚士業務の中核である術後の評価，訓練について時系列に沿って学習す
る．頭頸部の治療における重要な要素である顔貌（アピアランス）の問題やQOLについても理解を深め，より柔軟な実務が行える知識を備える．

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

6032年

杉山千尋

授業の
方法

口腔，中咽頭，鼻腔の構造と役割を理解する．腫瘍についての知識を
整理する．

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書

授業を
通じての
到達目標

口腔中咽頭癌治療における言語聴覚士の役割を理解する(1:評価)

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

術前と術後の評価について詳説する．

授業を
通じての
到達目標

口腔中咽頭癌治療における言語聴覚士の役割を理解する(2:訓練)

各コマに
おける

授業予定
評価に基づいた訓練について詳説する．

教科書

教科書

教室名

手鏡の持参をお願いすることがあると思います．教科書は毎回持ってきてください（使わない日もあるかもしれませんが）．

担 当 教 員

頭頸部の解剖，機能の解説．腫瘍の基礎知識の整理．

授業を
通じての
到達目標

構音の基礎について理解を含める．口腔中咽頭癌の手術について学
ぶ．

各コマに
おける

授業予定
調音音声学の復習．口腔中咽頭癌の手術について解説（摘出と再建）

授業を
通じての
到達目標

口腔中咽頭癌の治療の特殊性を理解する．

各コマに
おける

授業予定

口腔中咽頭腫瘍の一貫治療について解説する．他の腫瘍にはない特
殊性が理解できるように工夫する．また，その中での言語聴覚士の役
割を概説する．

各コマに
おける

授業予定

教科書

実務経験と
その関連資格

言語聴覚士として大阪大学歯学部附属病院にて約20年，器質的構音障害（口蓋裂，口腔がん）を専門に言語聴覚業
務を担当．新規の口腔がん症例の担当は年間１０例ほど．当院の口腔がんセンター患者の場合，術前から退院後ま
での一貫した対応を歯科医師と連携して行っている．

使用教材

教科書

授業以外での準備学習
の具体的な内容



第
12
回

第
13
回

第
14
回

各コマに
おける

授業予定

第
9
回

授業の
方法

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

口腔中咽頭癌治療における言語聴覚士の役割を理解する(5:歯科との
連携)

第
10
回

第
11
回

口腔中咽頭腫瘍術後患者の音声に慣れ，聞き取れるようになる

症例のビデオを供覧（１回目）．

舌接触補助床について述べる（概念，適用，症例）

症例のビデオを供覧（2回目）．

教科書

教科書

教科書

教科書

授業を
通じての
到達目標

顔貌（アピアランス）の問題について理解する

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

教科書
第
8
回

授業を
通じての
到達目標

退院後の生活支援について理解する

各コマに
おける

授業予定

コミュニケーションと食事の両方を含めて，退院後の口腔中咽頭腫瘍
術後患者の持つ悩みや困難さ，それへの対応について述べる．

授業を
通じての
到達目標

教科書

授業を
通じての
到達目標

術前から術後にわたる言語聴覚士の役割を振り返る

各コマに
おける

授業予定

第１〜8回の授業のまとめと復習．

授業を
通じての
到達目標

口腔腫瘍術後の摂食嚥下障害について理解する

各コマに
おける

授業予定

口腔腫瘍術後の摂食嚥下機能障害とその対応について，脳卒中後と
の違いを含めて解説する．

口腔中咽頭腫瘍術後患者の音声に慣れ，聞き取れるようになる

教科書

内　　　容

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

使用教材

第
15
回

授業を
通じての
到達目標

国家試験対策

各コマに
おける

授業予定
国家試験の過去問の解答と解説．

各コマに
おける

授業予定

顔貌（アピアランス）の問題やそれに伴う心理社会面的な問題につい
ての基礎的知識を解説する．

授業を
通じての
到達目標

顔貌（アピアランス）の問題について理解を深め，対応できる知識を身
につける

各コマに
おける

授業予定

顔貌（アピアランス）の問題について，言語聴覚士としてどのように対応
するかを解説する．

授業を
通じての
到達目標

これまでの授業で得た知識を整理する．

各コマに
おける

授業予定
総まとめ

教科書

教科書

教科書


